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先
日
、
鹿
児
島
盲
学
校
新
築
移
転
記
念
式
典
に
参
加
し
た
。
広
々

と
し
た
敷
地
に
真
新
し
い
校
舎
が
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
で
周
り

に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
学
校
に
着
く
と
す
ぐ
に
校
長
室
に
向
か
っ
た
。

そ
こ
に
あ
る
一
枚
の
レ
コ
ー
ド
を
一
度
は
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

そ
の
レ
コ
ー
ド
の
由
来
が
、
昭
和
五
十
三
年
発
刊
「
鹿
児
島
の
特
殊

教
育
」
の
中
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
七
年
九
月
十
六
日
、
時
の
皇
太
子
・
美
智
子
妃
の
両
殿

下
は
鹿
児
島
盲
学
校
を
訪
問
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
椋
鳩
十
氏
の｢

栗

野
岳
の
主｣

を
教
材
に
勉
強
中
だ
っ
た
が
、『
大
き
な
き
ば
に
月
光
を

受
け
て･

･
･

』
と
い
う
教
科
書
の
文
章
に
、
全
盲
の
児
童
が
『
先
生
、

月
の
光
っ
て
ど
ん
な
光
で
す
か
。
』
と
聞
い
た
。
教
諭
は
『
こ
と
ば

で
言
っ
て
も
分
か
ら
な
い
か
ら
五
年
生
の
理
科
の
時
間
で
勉
強
し
ま

す
。
』
と
答
え
た
。
何
事
も
な
く
両
殿
下
は
教
室
を
去
ら
れ
、
視
察

は
終
わ
っ
た
。
こ
の
年
の
十
一
月
、
美
智
子
妃
殿
下
は
再
度
鹿
児
島

を
訪
問
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
宿
舎
の
ホ
テ
ル
で
『
こ
の
レ
コ
ー
ド
を

盲
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
差
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
』
と
金
丸
知
事
に

託
さ
れ
た
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
、
耳
で
聞
く
『
月

の
光
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
」

こ
の
出
来
事
に
、
校
長
以
下
職
員
一
同
ひ
と
し
お
感
激
し
た
と
記

し
て
あ
る
。
妃
殿
下
の
お
志
に
は
胸
を
う
た
れ
る
。
と
同
時
に
、
記

録
に
は
な
い
が
、
一
生
懸
命
授
業
を
し
た
教
師
が
人
知
れ
ず
抱
い
た

で
あ
ろ
う
「
な
ぜ
あ
の
時
『
五
年
生
の
理
科
で･

･
･

』
と
し
か
言
え

な
か
っ
た
の
か
。｣

と
い
う
後
悔
の
念
、
己
の
未
熟
さ
へ
の
怒
り
、

そ
し
て
消
え
て
し
ま
い
た
い
よ
う
な
辛
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
の
だ
が
。

子
ど
も
た
ち
に
真
剣
に
全
霊
を
傾
け
、
向
き
合
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
自
ら
の
不
徳
を
思
い
、
そ
の
未
熟
さ
に
う
つ
む
く
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
ま
た
明
日
の
教
育
に
情
熱
を
燃
や
す
。
だ
か

ら
こ
そ
教
師
な
の
だ
。
様
々
な
課
題
や
試
練
を
抱
え
た
今
こ
そ
、
懸

命
に
、
そ
し
て
誠
実
に
生
き
る
本
物
の
教
師
に
な
り
た
い
と
強
く
思

う
。

杜

所
長

中

野

健

作

「
月
の
光
」

0120-783-574（フリーダイヤル）
099-294-2200（直 通）
0570-0-78310（全国統一ダイヤル）



県総合教育センターは教職員の資質の向上と学校教育の活性化を目指し，

７事業を展開しています。

調査研究
事 業

教職員研修
事 業

情報教育
事 業

教育相談
事 業

● 専門的・実践的な調査研究
● 提携による研究推進

● 悉皆研修
● 希望研修

● 特別支援教育に関する調査
研究や研究支援

● 子どもに関する教育相談や
就学指導に関する支援

● 生徒指導，教育相談に関する
調査研究や研究支援

● 電話・来所による教育相談

● 情報教育に関する調査
研究や研究支援

● 情報教育研修システム
の活用促進

調査研究発表会

期 日 平成24年1月27日（金）
会 場 県総合教育センター
全体会 ・プロジェクト研究発表

・課による研究発表 等
分科会 ８分科会

研究提携校の研究テーマ

大学連携 ● 鹿児島大学教育学部
● 鹿児島国際大学

研究協力員 県内の教員の中から委嘱された36人の研究協力員

が，所員と協力しながら実践研究を進めています。

悉皆研修（対象者全員）

● 経験年次別研修

希望研修

専門的・実践的な調査研究

情報教育研修システム
の活用促進

調査研究・研究支援
情報教育の推進に向けて

児童生徒の情報活用能力の
育成を図るため，教育活動
におけるコンピュータやイ
ンターネット等のICT活用
及び情報教育推進のために，
実態調査や実践に基づいた
調査研究に努めます。

また，テレビ会議システ
ムやｅラーニングシステム
による情報提供や指導助言
も行っています。

本年度は，平成21年度か
ら研究を進めている「児童
生徒の発達の段階に応じた
情報モラルの指導の在り方
に関する研究」について，
調査研究発表会で報告しま
す。

「教育ネットかごしま」

総合教育センターＷeb
サイトから見ることがで
きます。ネットワークを
活用した教育情報を提供
し，児童生徒の学習活動
及び教育関係者の研究・
研修を支援します。

Ｗebサイトによる各教
科等に関する指導資料や
学習指導案などの提供を
行っています。

また，情報モラルの指
導やICT活用に係る最新
の情報を提供しています。

本年度は，「学校楽（た

の）シート」を活用した，
自己指導能力の育成に向け
た生徒指導の在り方に関す
る調査研究を行います。

また，生徒指導や教育相
談に関する研修講座の開設
や指導助言も行います。

教育相談調査研究・研究支援

いじめ，不登校，交友関係
等の相談を受け付けています。

■■来所相談■■■■
（年末年始・祝日を除く。
要予約）
月～金 8:30～17:00
電話 099-294-2200

■■電話相談■■■■
かごしま教育ホットライン24
0120-783-574
（フリーダイヤル）

099-294-2200
（直通）

0570-0-78310
（全国統一ダイヤル）

調査研究・研究支援

教育相談

障害のある子どもや学
習面・行動面につまずき
のある子どもに関わる相
談を受け付けています。

本年度は,通常の学級に

在籍する児童生徒のつま
ずき要因に応じた具体的
な授業実践例の収集やア
セスメントシートの検証，
認知の特性に配慮した指
導・支援，手だての研究
等をしています。

また，悉皆研修や希望
研修等で，特別支援教育
に関する研修講座を開設
しています。

特別支援
教育事業

短期研修「図画工作基礎講座」

◆◆来所相談◆◆◆◆
（年末年始・祝日を除く。要予約）
月～金 8:30～17:00

◆◆電話相談・来所相談予約◆
099-294-2820

短期研修「通常学級における特別支援講座」

「心をひらく生徒指導力向上講座」

土曜講座「アセスメント入門講座」

● 短期研修講座（本年度124講座開設）
● 土曜講座（本年度約150講座開設予定）
● 「心をひらく生徒指導力向上講座」

（本年度から大島会場を新設）

フレッシュ研修「小学校社会」

１ ２ ３

新任校長研修会
「危機管理マネジメント講座・演習」

● 職務別研修

所員派遣

● 所員派遣
● 来所研究
● 文書・電話等による支援

■■お問い合わせ■■■■
電話 099-294-2312（企画課）
Webサイト www.edu.pref.kagoshima.jp

各教科等や生徒指導・教
育相談・特別支援教育等に
関する校内研修会や授業研
究会での指導助言などを通
して，教職員の資質の向上
や学校教育の活性化を支援
します。また，各種研修会，
研究公開などでも指導助言
をします。

県総合教育センターに来所
しての研究・研修への指導助
言を通して，具体的なニーズ
に応じた支援を行います。

平成22年度の実績
所員派遣 305件
来所研究 213人
文書・電話等 58件

研究支援
事 業

文書・電話等による支援

来所研究

文書・電話やＷebサイトで
質問や問い合わせを受け付け
ています。

７

教育情報
提供事業

Ｗebサイト

研究紀要

● 指導資料
● 研究紀要
● Ｗebサイト

Ｗebサイトからダウンロードが
できます。平成23年度は4月に21
本を掲載しています。

指導資料

６

学校名 研究テーマ 公開期日

鹿児島市立

山下小学校

奄美市立

宇宿小学校

鹿児島市立

吉田南中学校

県立松陽高等学校
よりよく生きる生徒の育成－知識・技能の

習得と，思考力・判断力・表現力の育成の
バランスを重視して－

平成23年
11月8日（火）

県立出水養護学校
一人一人の自立と社会参加を目指した子

どもを育てるために～キャリア教育の視点
から見る年間指導計画の見直しを通して～

平成24年
2月17日（金）

自ら考え判断し，表現できる子どもを育て
る学習指導の開発

平成23年
11月18日（金）

気付き・考え・かかわる社会科学習指導の

充実～学年別における複式社会科学習指

導を通して～

平成23年

11月15日（火）

「確かな学力」をはぐくむ学習指導－ICT
活用と言語活動を通した授業改善－

平成23年
10月28日（金）

特別支援教育研修課棟は，
正面玄関に向かって左側です。

本年度から「研修
講座協力員制度」を
導入しました。

NEW

平成23年度調査研究発表会

全体研究主題 「生きる力を豊かに育てる学校教育の創造」

「教育ネットかごしま」とは，
鹿児島県教育情報通信ネットワー
クシステムの愛称です。

５

４

番号 研 究 テ ー マ 等

プロジェクトによる研究「授業力を高める校内研修の進め方」の推進

(企画課）

「教職員のニーズを踏まえた効果的・効率的な研修の構築に関する研究」

（教職研修課）

「思考力・判断力・表現力を育成する指導と評価に関する研究」

（教科教育研修課）

4
「児童生徒の発達の段階に応じた情報モラルの指導の在り方に関する研究」

（情報教育研修課）

5
「特別な教育的ニーズのある児童生徒に対するアセスメントに基づく学習指導
の在り方に関する研究」 （特別支援教育研修課）

「自己指導能力の育成に向けた生徒指導の在り方に関する研究」

（教育相談課）

3

6

2

1



テレビ会議
システム

閲覧室

県総合教育センター
インフォメーション

NEWS＆PROJECT

推進中の調査研究や,研修者の様子
を御紹介します。

インターネットの環境
があれば，簡単な設定と
手順で利用できる「テレ
ビ会議システム」を導入
しました。

Ｗebサイトに利用案内を御紹介しています。

管理棟（正門すぐの建
物）の２階です。所内で
の閲覧だけでなく，図書
の貸し出しも行っていま
す。

継続研修

県内の高等学
校の教員を対象
に，新しい情報
技術の習得を図
り，情報処理教
育及び情報教育
の充実に資する
ことを目的に，
年間19回専門的
な研修を行って
います。

継 続 研 修 発 表 会
平成24年２月３日（金）

5月13日（金）開講式

長期研修

長期研修は，研修
者が自ら設定した研
究主題について，１
年間にわたり，継続
的に研修する制度で
す。本年度は１１人
（小学校５人，中学
校３人，高等学校２
人，特別支援学校１
人）の教員が取り組
んでいます。
各自の研究課題の
究明はもちろん，多
彩な研修内容も計画
され，充実した研修
の日々を過ごしてい
ます。長期研修者研究発表会

平成24年２月24日（金）

4月28日（金）計画発表会

S26.４ 県立図書館内（城
山町，現在県立博物
館）に鹿児島県教育
研修所発足

S28.４ 鹿児島県教育研究
所に改称

S43.11 鹿児島県教育セン
ター開所（吉田村：
現在地）

S44.１ 教育相談事業開始
長期研修講座スタ
ート

〃.８ 指導資料第１号発
行

〃.９ 「哲学の道」完成

S44.11 鹿児島県教育セン
ター落成式挙行

S50.４ へき地教育研修室，
特殊教育研修室を新
設，図書資料室を教
育資料室に改変

S53.11 開所10周年記念式
典挙行

県総合教育センターの
あゆみ（発足～S53）

教育関連の図書が充実して
います。書庫内の貴重な資料
も閲覧が可能です。

プロジェクト
研 究

「焦点化」「共有化」「全員参加型」などをキーワードに，
みんなで取り組み，学び合う授業研究の在り方を提案します。

調査研究発表会〈平成24年1月27日(金）〉で研究の成果を発表します。

研修手法の整理
事前研究から改善策の具体化まで
の授業研究の進め方について，具体
的な研修手法を整理します。

１

プロジェクト研究推進委員会 所員によるワークショップ型授業研究の研修

各種シートの作成
授業検討会の成果等を日常の授業

改善につなげるための授業改善シー
ト等のモデル案を作成します。

２

実 践
県内４つの授業研究実践校におい

て授業研究を行い，成果や課題等を
明らかにします。

３

付箋紙を活用したグループ協議

まとめ，成果の普及
パンフレットを作成して県内の学
校に配布するとともに，Ｗeb上にも
掲載するなど，成果の普及に努めま
す。

４

当時の看板

１

【授業研究実践校】
鹿児島市立本名小学校
鹿児島市立吉野東中学校
県立松陽高等学校
県立鹿児島養護学校

大原台第143号へ続きます。

「
鹿
児
島
県
立
教
育
研
究
所
」




